


１９９７年（平成９年）４月、株式会社ダイニッセイ

へ新卒で入社した相川誠一。現在は、工事部職長を務

めている。20 年超のベテランとなった相川にも初めて

の現場があり、忘れられない失敗もあった。いつも仲

間に助けられてきたという相川に、職長に就任した当

時の出来事と、今後の展望を聞いた。

職長の大変さを実感
建物の用途や、現場の環境によって鉄筋工事の手順

は異なる。そのため、職長には柔軟な応用力と、先を

見通しながらチームをまとめる統率力が必要だ。現場

で多くの経験を積んできた相川だが、初めて職長を任

された時、その大変さは想像以上だったと実感した。

職長として初めての現場は、千葉県市川市の都市銀

行支店の工事だった。駅前で前面道路は道幅も狭く人

通りが多い。常に渋滞をしているような、現場を進め

る上で恵まれているとは言えない状況だった。

しかも基礎工事の時期は、猛暑で他の現場も忙しく、

人員も十分に確保できていなかった。日々の作業は思

うように進まず、じわじわと遅れが生じてくる。それ

でも暑い中、頑張っている仲間を見ると申し訳なさを

感じた。

どうにか間に合わせようと進めていたが、間に合わ

せるためには、どうしても人員の追加が必要になる。だ

が、ちょうど繁忙期でどの現場も人手が不足している

とわかっていた相川は、会社に対して増員の要求を躊

躇していたのだ。このことから相川は、作業員の安全

を確保し工期に間に合わせるには、事前にしっかりと

施工計画を立て、必要な人数を明確に主張しなければ

ならないことを学んだ。

信頼関係を大切に
相川の窮地を救ったのは、他の現場の仲間たちで

あった。７～８人の仲間が終業後に応援に駆け付けて

くれたのだ。猛暑の中、自分の現場でフルに作業した

後にも関わらず、誰一人イヤな顔もせず、黙々と作業

に取り組んでくれた。誰の担当など関係なく、ダイニッ

セイの仕事なのだ。仲間が困っていれば助けるのは

当然。みんなで築いてきた信用を失ってはいけない、

という思いが強くなった。
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頼もしい仲間との信頼関係を築くにあたって、相川

は日頃から会話を通したコミュニケーションを大切に

している。共に働く顔ぶれは現場ごとに変わるため、誰

と組んでも阿吽の呼吸を取れるようにしておかなけれ

ばならない。信頼関係を築くことは、事故の防止のみ

ならず、現場全体を把握することにも繋がっていく。

たまに酒を酌み交わしながら一人ひとりの声に耳を傾

けてみると、現場だけではわからない意外な一面や、

それまで気付かなかった能力を発見することもある。

それは職長としての職務であり、楽しみでもあるのだ。

心に残る現場
相川が、本当の意味で職長としての職務を全うした

のは、都心の宗教施設新築工事であった。これまで会

社のサポートを受けながら取り組んできたことを、す

べて任されたのだ。スケジュール管理や人員の配置、施

工計画はもちろん、現場監督や他職種の職長達との打

ち合わせも一人で調整していく。この時、元請は大手ゼ

ネコンの大林組。かなりのプレッシャーだったという。

ここでも相川は、周囲とコミュニケーションを図り、

信頼関係を築くことを心掛けた。特に鉄筋材をクレー

ンで上げてもらう必要がある鳶職人とは、搬入する時

間帯や場所について、ミスがないよう入念に確認する。

その後、工事は順調に進み、安全・品質ともに無事故

で工期に間に合わせることができた。職長として自分

の力で現場をやり切った、という達成感は、今も胸に

強く刻まれている。

仲間と共に将来へ
相川は現在、県内の大型物流施設の工事で職長を務

めている。実はこの現場は当初、ダイニッセイのレジェ

ンド、池田誠総合職長が指揮を執っていた。相川も社

長から「誠さんの仕事を学べ」という指示を受け配属

されていた。しかし、誠職長が療養のため途中で現場

を離れることになる。相川は誠職長から「お前ならで

きる、頼むぞ」と後を託された。「この現場で誠さんか

ら教わったことは物凄く大きい。自然と全員一丸の空

気が出来るんですよね」と語る相川。「まずは皆で頑

張ってこの現場を無事に終わらせます。誠さんのた

めにも」。

今後の目標は、総合職長になること。総合職長にな

れば、１００人近い職人を指揮することもある。責

任の重さは計り知れないが、任されるだけの実力を身

に付けたい。

この仕事の一番の魅力について「多くの人々と互い

に助け合い、協力しながら造り上げ、ようやく完成し

た時の一体感や達成感は何ものにも代えがたいです

ね」と語る相川。

自らの高い目標と、仲間たちへの深く温かい気持ち

を胸に、これからも走り続ける。
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